


















































































やっと一日が終わり夜になれば部屋ごとに銭湯に通った（ちなみに一年時は四八円、四年時には二二五円が銭湯代だった） 。親の背中も流した は無かったが、三～四年生の背中を流したこと 良き経験であった。寮 戻る際に、先輩達がコカ・コーラを買い、部屋でくつろぎながら飲んだ。しかし、他の部屋の上級生がキャプテン部屋に集まり、一人での対応は気苦労が多く、本当に
世田谷（松陰）寮卒業記念品
▲ 表側　教育理念と大講堂▲ 裏側　国士舘　寮歌
昭和 49 年までは、4 年間世田谷寮に入寮していた 4 年生が卒業する時に、寮生一同から記念品が贈られ
た。部は関係なく全員がもらえたが、昭和 50 年からはなぜか中止となった。真鍮で作られていて、とて
も高価なものである。この記念品は、筆者が 2 年上の先輩から託されたものである。





指導の「反省会」は、とにかく「忍耐」の一言であった。しかし、先輩達も通ってきた道と言われれば、自分たちも我慢しなければならない のであると覚悟を決めて寮生活を過ごすしかなかった。たまらなく辛い時は、夜中に の屋上に出て 郷里の方角に輝く星を見つめ涙を流しながら父母を思い出しては自分を奮起させていた一年間であっ （我ながらよく耐え抜いた 思う） 。
四、大学での授業（講義・実習）
多少の運動は何でも中以上にこなせる自信もあったの
で体育教師の道を志した。だが、一、 三年時に履修 た剣道と柔道は本格的であり、基礎から学ぶと共に剣道部員や柔 部員の猛者との稽古は大変 。
　
一年生は一般教養科目が中心で、三～四年生に ると


























ことと思い、松陰寮に入寮し学生生活が始まった。同学年の部員も半数の一六名が たが、一年間持たずに出て行った者や二年時に出て行 者もいて、四年間入寮していたのは、私を含め、たったの二名 なってた。
百人の部員でレギュラーの一軍（Ａ） 、次の二軍
（Ｂ） 、そして、残りの三軍（Ｃ）という構成であった。一年生は毎日グラウンドや駒沢公園へ ランニングが基本であった。Ａチームの練習 めに体育館の雑巾掛けやタオル・飲み物の準備、そして、練習後の片付けと雑巾掛けであった。
二年になり後輩ができると基本的なことの指導や先輩






















4 年次 国士舘大学バスケットボール 2・3・4 年生























保健体育科と国語科の教員を務めた。平成二七年三月、無事三八年間の勤務を終えた。自己の指導の根底では「誠意」 「勤労」 「見識」 「気魄」が基盤となっていたと思
卒業式後に母と
人間形成の礎となった四年間
125
う。生徒への指導はもちろん、自信をもって後輩教員にも伝えてきた。
現在は、学習支援員として中学生の支援をしている
が、これからも自己が経験してきた指導理念を若い教師にも伝えていきたい。
還暦を過ぎた今、自らを鼓舞するためにも大切にして
いきたい。
